
 

令和７年度 大阪府立交野支援学校四條畷校 第３回 学校運営協議会 報告 

 

1.日時 

場所 

令和８年２月 24日（火）午前 10時 00分から 12時 00分 

交野支援学校四條畷校 軽作業室 

2.出席      【学校協議会委員】 

高塚 良則 元大阪府立支援学校長 

加藤 美朗 関西福祉科学大学教授               

北口 信二 北河内東障害者就業・生活支援センター長  

杉本 匡子 （社福）るうてるホーム 法人アドミストレイティブマネージャー 

中西 庄司郎 四條畷市砂自治会                 

松本 亜衣子 大阪府立交野支援学校四條畷校 PTA会長       

【事務局】 

篠川 一樹 准校長 

沢田 恵美 教頭                       

目良 孝 課長補佐                               

古田 嘉康 首席 

竹田 良信 首席 

筒井 大輔 中学部主事                 

加峰 一智 高等部主事                 

傍聴者・・ 鈴木 浩子・奥野 梨江子・坂下 亜子 

3.次第 （１）准校長あいさつ  

（２）報告及び議事 

①交野支援学校四條畷校「学校教育自己診断アンケート」について 

②交野支援学校四條畷校「令和 7年度学校経営計画」達成状況について 

③交野支援学校四條畷校「令和 8年度学校経営計画」について 

④その他 

（３）今後の予定 

4.報告 （１）准校長あいさつ  

（２）報告及び議事  

①交野支援学校四條畷校「学校教育自己診断アンケート」について 

・集約結果及び次年度の重点課題とされる項目について報告。 

②交野支援学校四條畷校「令和 7年度学校経営計画」達成状況について 

・達成状況を抜粋して説明および報告。 

③交野支援学校四條畷校「令和 8年度学校経営計画」について(承認) 

・「めざす学校像」、「中期的目標」について説明。 

・新しい校務システムの導入について説明。 

・移転及び本校化に係るプロジェクトチームの設置について説明。 

④その他 

・今後の PTA の在り方について報告。 

・交野支援学校四條畷校オリジナルキャラクター完成について報告。 

 

【委員からの意見等の概要】 

高塚委員： 

自己診断アンケートについて。重点課題をあげて終わりではなく、期限を設けながら進捗を把握して、実

行に向けて進めていくことが求められる。 

学校評価について。研修等の実施回数はあくまでも目安。行うことが目的にならず、学習を通じてどう生

活に取り入れられたかを追い求めていかなければならない。 



教職員の障がい理解、人権に関する取り組みが保護者に可視化されていない。可視化したうえで、保護者

の捉え方を見ていかなければならない。 

 

加藤委員： 

教職員の ICT 活用について。生成 AI 等すごいスピードで進化しているが、そこを追いかけすぎず、モニ

ターの活用などの取り組みやすい方法から始めてみるのがいいのでは。自己診断アンケートにおいて保護

者の「教職員の障がい理解」において否定的回答が増えていることについてはしっかりと受け止めないと

いけない。 

学校経営計画ではキャリア教育推進の取り組みがわかるが、生徒向け自己診断アンケートにおける肯定的

回答は伸びていない。長期的な将来ビジョンが持てるような取り組みが展開されることを期待する。また、

余暇活動、趣味の分野ついても学ぶ機会を設定してほしい。 

大学の教職課程では、性暴力防止に向けた研修等の動きが始まっている。 

 

北口委員： 

授業力向上に向けた仕組みづくりについて。先生方の多忙感を考えると今のように授業見学期間を設ける

やり方が必要と感じる。仕組み化には時間はかかるが、他の授業を参考にする文化の定着にむけて引き続

き取り組んでほしい。 

去年の高等部卒業生の離職率ゼロは評価できる。本人の意見を聞き、外部機関とのアセスメントもしっか

りと進めてこられた結果がここにつながっている。 

支援学校以外の府立学校の教員からの、支援学校のリーディングスタッフへの期待度の高まりを感じてい

る。今後の地域支援(センター的機能)の充実に当たっては、高等学校等への対応も充実させていただきた

い。 

 

杉本委員： 

保護者向けの各種アンケートの回答率を上げる工夫は引き続き取り組んでほしい。 

関係機関と学校の連携について、保護者に伝わっていない部分がある。学校ブログ等の活用を通じて、支

援教育コーディネーターの活動がもう少しオープンになれば良いと思う。学校ブログについては、いろん

な活動について記事がアップされており親近感を覚える。 

 

中西委員： 

地域連携について。地域での取り組みである公民館での生徒たちによる野菜販売が継続して実施できてい

る。今後も具体的な計画を地域と共有しながら進めてほしい。 

学校経営計画には一般の方からするとわからない言葉が多く、子どもの姿が見えてこない。(次年度に向け

て)地域から運営協議会に参加するにあたって、どのような観点での意見が求められているか事前にわか

れば意見もしやすい。 

 

松本委員： 

保護者の「教職員の障がい理解」において否定的回答が増えていることが気になる。学校での取り組みや

教職員の意識について質問。 

去年の高等部卒業生の離職率ゼロは評価できる。 

SNS の指導については、親の介入が難しいところを学校が迅速に対応できていると感じる。 

 

 


